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NY マーケットレポート（2017 年 10 月 9 日） 

 

NY 市場では、コロンブスデーの祝日で一部の市場が休場となり、主要な経済指標の発表もないことから、ドル円・クロス円は序盤から小

動きとなった。また、北朝鮮の労働党創建記念日を控え、ミサイル発射の可能性への警戒感も、積極的な売買が手控えられる要因とな

った。そして、終盤には株価が下げ幅を拡大する動きとなったことから、ドル円・クロス円はやや軟調な動きとなった。ただ、全般的に限定

的な動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

本日の米国は Columbus Day（コロンブスデー）の祝日で一部の市場が休場。 

 

1492 年に北アメリカ大陸にクリストファー・コロンブスが到着したことを記念する祝日。ネバダ州、ハワイ州を除くアメリカ合衆国の

ほとんどの州で休日となる。コロンブスデーは、10 月の第 2月曜日。 

 

 

≪ポイント≫  

 

先週、トルコでは、昨年のクーデター未遂事件を巡り、イスタンブールの米在外公館の職員が逮捕された。これを受け、在トルコの米

在外公館は、ビザ発給業務を縮小。その後、在ワシントンのトルコ大使館もビザ発給業務を縮小した。これを受けて、トルコは米国と

の関係悪化を巡る懸念が深まり、通貨リラと株式、国債相場が下落し、トルコ債のデフォルトに備えた保証コストを示すクレジット・

デフォルト･スワップのスプレッドも上昇した。 

 

トルコリラは、対ドルでアジア時間に一時 6.6％安と、1 月 30 日以来の安値となった。また、対円では 1 月 12 日以来の安値となった。

10 年物国債利回りは 35bp 上昇の 11.44％。トルコ債の 5年物 CDS スプレッドは 6bp 上昇し 182bp。また、株式市場では、イスタンブー

ル 100 種指数は一時 3％安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 
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ECB 公的部門購入プログラム 

           10 月 6 日・9月 29 日・9月 22 日・ 9月 15 日・ 9 月 8日  

公的部門・・・・・・・17618.6・・17480.6・・17429.7・・17310.3・・17200.2 

資産担保証券 ABS・・・・246.1・・・240.8・・・242.7・・・245.9・・・246.0 

カバード債・・・・・・ 2327.7・・ 2313.1・・ 2307.6・・ 2299.8・・ 2289.5 

（億ユーロ） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 指数は、英国の EU 離脱交渉への警戒感が広がったことから、小幅安となった。 

独 DAX 指数は、スペイン北東部カタルーニャ自治州の独立問題を巡る懸念が和らいだことから底固い動きとなり、小幅高となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.29 ドル高の 1バレル＝49.58 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC と非加盟国による協調減産延長への期待感を背景に、買いが先行した。また、週末に米南部に上陸したハリケーンが石

油精製施設に与えた影響は限定的との見方も支援材料となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米議会下院が 5日に 2018 年度の予算決議案を可決したことで、法人税減税に対する期待感が高まっており、序盤は堅調

な動きも見られた。ただ、米国がコロンブスデーの休日で市場参加者が少なく、その後は終盤まで上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国がコロンブスデーの祝日で一部の市場が休場となるなど、市場参加者が少なく、全般的に限定的な動きが続いた。

また、北朝鮮の労働党創建記念日を控え、ミサイル発射の可能性への警戒感も積極的な売買が手控えられる要因となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


